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青空に 60 匹の「あいのぼり」が泳ぐ 

駒込小 6年生手作りの藍染めこいのぼりが駒込駅頭に飾られました 

 
本日 13日、ＪＲ駒込駅頭に、地元の駒込小学校（内田 武之 校長）の 6年生たちが作った 60
匹の藍染めのこいのぼりが飾られた。初夏を思わせる青空の下、ひとつひとつ手作りの 60匹の『あ
いのぼり』が一斉に泳ぎ出し、駅を訪れる人々も楽しげに見あげていた。 

 
この藍染めのこいのぼりは、先月 12 日に同校 5 年生（現 6 年生）の「総合的な学習の時間」
に、駒込駅前で工房を営む染織家・小林次郎さんをゲストティーチャーに招き、白いタオルにこ

いのぼりの模様を藍で染め出し、その後自分たちの手でひと針ひと針縫って仕立て上げたもの。 
駒込小学校では、「自然環境・地域文化を活用した教育活動」をテーマに、特色ある学校作りを

推進しており、昨年度の 5 年生たちも「総合的な学習の時間」で「藍をさぐる」をテーマに、小
林さんの協力を得て、藍の栽培から染めまでの自然体験学習に取り組んだ。その中で制作された

藍染めのこいのぼりは、小林さんにより『あいのぼり』とネーミングされ、先月 23日の同校卒業
式には卒業生の門出を送る校門に飾られた。 
また、小林さんを通じてこの話を聞いたＪＲ駒込駅（福地芳行駅長）では、地域の活性化、街

おこしにつながればと、この『あいのぼり』を駒込駅に飾ることを申し出、今回の企画が実現し

た。『あいのぼり』は 5月 5日の「子どもの日」まで、駒込駅頭に飾られる。 
「ツツジの駅」として知られる駒込駅は、これから 5 月にかけて、ホームの両側に植えられた
ツツジが花盛りを迎える。このツツジは、かつてこの地域が染井と呼ばれ、ツツジの一大産地・

花名所として賑わった名残をとどめようと明治 43 年の駅開業を記念して近所の植木屋によって
植えられ、以後駒込駅駅員たちの丹精により今も毎年鮮やかに花を咲かせつづけ、初夏の風物詩

として人々の目を楽しませている。今年は、このツツジの赤色に藍染めの青色が加わり、駒込駅

はまさに鮮やかな初夏の彩りに染めあげられることになった。 
 
本日午後、自分たちが作った『あいのぼり』を見ようと、6年生全員が駒込駅を訪れた。 
ＪＲの駅玄関口から駅前の通路を横切る頭上にロープが張られ、ずらりと吊るされた『あいの

ぼり』の中から、「あっ、これ私が作ったのだ」「僕のはこっちだ」と、子どもたちはそれぞれ自

分の作品を探し出し、嬉しそうに見あげていた。自分たちの手で染めあげ、丹念に縫って仕立て

た『あいのぼり』の晴れ姿に、「作ったかいがあった」「とても嬉しい」「ダンスしているみたい」

と満足気な表情だった。 
福地駅長も「地域あっての駅だと思います。とっても素晴らしい眺めです。」と、子どもたちに

まじって『あいのぼり』を見あげ、また今回の企画のコーディネーター役である小林さんも「た

くさんの『あいのぼり』がずらりと並べられたの見てとても幸せです。藍は自然の色、自然が人

間にくれるものはこんなにも素晴らしいものだと、あらためて感じました」と語っていた。 
 

詳細：工房布礼愛（ふれあい） 




